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01徳島市の位置と広ぼう

紀
伊
水
道眉山

現況データ（令和5年10月1日）

人口 247,285人

面積 191.52㎢

広さ
東西：16.4㎞
南北：19.45㎞

位置
東経：134度33分
北緯：34度4分



02将来像「わくわく実感！ 水都とくしま」



03SDGs未来都市への選定

SDGsでまちの未来を創ろう！

持続可能なわくわくするま

ち・とくしまの実現

令和4年5月20日

選定年月日

提案名

▲ 野田聖子地方創生担当大臣（当時）から選定証を受け取る内藤市
長



04徳島市SDGs未来都市計画

ダイバーシティ
（多様性）

パートナシップ
（官民連携）

SDGsモデル地区「ひょうたん島」



05公民連携推進ガイドライン

パートナーシップに基づく取組を進めるための指針となる「徳島市公民連携推進ガイドライン」を策定した。

公民連携に係る基本方針

SDGs公民連携プラットフォーム

「Co×Lab Tokushima」の開設

包括連携協定をはじめとする

民間事業者との関係構築

新たな連携の枠組みとして

民間提案制度を創設

公
民
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決



06民間企業等との連携協定

包括連携企業数 ３０社（令和５年１１月１７日時点）



07SDGs公民連携プラットフォーム「Co×Lab Tokushima」

https://colab-tokushima.com/



08公用車シェアリングの実証実験

連係企業が所有する車両を無償で借り受け、平日は市の公用車として、休

日は民間事業用のシェアカーとして運用している。



09ひょうたん島周遊船の電動化

ヤマハ発動機㈱が開発中の次世代操船システム「HARMO」を搭載する電動

船を用いた実証運航を行い、将来的なひょうたん島周遊船の電動化につな

げる。

水都徳島の
新たな体験

環境負荷の
低い運航

持
続
可
能
な
ひ
ょ
う
た
ん
島
周
遊
船



10ペットボトルの水平リサイクル

市内のセブンイレブン店舗前にペットボトル回収機を設置し、水平リサイ

クルを推進している。また、合わせてペットボトルキャップの回収も行っ

ている。

回収量に応じた
寄附が行われ
ワクチンを購入



11㈱メルカリ及び㈱ソウゾウとの包括連携協定

地域の活性化に関すること

循環型社会の推進に関すること

財源確保に関すること

D＆I推進のための人材育成のサポートに関すること

その他地域の活性化及び市民サービスの向上に関するこ
と

令和4年7月15日に包括連携協定を締結し、循環型社会の推進に向けてともに取り

組むこととした。



12徳島市「メルカリShops」オープン

廃園となった幼稚園で
使っていた楽器セット

2,000円（税込）

広報業務に使用していた
一眼レフカメラ

5,500円（税込）

市バスで使われていた
整理券発行機

11,000円（税込）



13不用物品の処分に関するガイドライン

●不用物品が発生した場合、まず
庁内の他部署での転活用を検討
する。

●他部署でも転活用が見込めない
不用物品は、廃棄処分を行う前
に売却処分を検討する。

●売却手続は各課が行う（企業局
を含む）。



14その他メルカリと連携した取組み

連携事業 取組内容・実績

メルカリへの人材派遣研修
（R4.4～R5.3）

○研修の一環として市職員をメルカリへ派遣（30代女性職員）。
○研修終了後は講師として市職員向けにD&I研修などを実施。

メルカリ寄付の導入
（R4.7.15～実施中）

○メルカリポイントで寄附を行える「メルカリ寄付」を導入。
○災害時などに小額からでも手軽に寄附を行える点が魅力。

メルカリShopsセミナーの開催
（R4.9.2） ○中小企業家同友会と連携し、中小企業向けセミナーを開催。

メルカリ教室の開催
（R5.5.8～実施中）

○一般市民向けの「メルカリ教室」を開催。

小学校への出張授業の開催
（R5.5.9～実施中）

○市内小学校2校で「リユース」をテーマとする環境学習を実施。
○ 過去にメルカリで取引された物を事例に、学校内でリユースできるものを子
供たち自身が探し、徳島市のメルカリShopsで実際に販売する。

メルカリエコボックスの配布
（R5.11.26～予定）

○ リユース意識を高めるため、「もう使わなくなったけれど捨てられないも
の」を「見える化」し、一時保管しておくメルカリエコボックスを無償配布。



15本市における公民連携の展望

A社

B社

C社

A社

B社

C社

社会課
題

社会課
題

社会課
題

従来 あるべき姿

●誰と連携するかが前面に出ている
●連携目的が必ずしも明確ではない

●解決すべき社会課題に焦点を当てる（連携目的の明確化）
●共通の社会課題の解決に取り組む多くの企業と連携する



ご清聴ありがとうございました。
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